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◆	 研究概要

研究目的

　和漢薬には独特な個性と独自の理論基盤がある.生体反応を抑制するのではなく, それに寄り添った作用であ

ることや, 生薬を組み合わせることで標的に対する特異性を引き出し, 治療効果をもたらしていることなどがあ

げられる.それらの和漢薬の独創性を一次的に考え, 生薬の組み合わせによる作用変化の解明, 和漢薬に純薬西洋

薬を付加することによる和漢薬効果の先鋭化, ならびにそれらの作用機序としての生体分子と作用微量分子の解

明を目的とした研究を目指している.
研究概要

現在の主な研究テーマ

1. 和漢薬理論に対するエビデンスの提供とそれを基盤にした新たな研究戦略の提供

2. 生体反応に寄り添った和漢薬独自の作用の解明とそれに基づく計量薬理学を打破する超低濃度作用薬の開発

3. 和漢薬理論に立脚したうつ病の分類, 発症機序の解明と, 新規抗うつ薬の開発

4.「抗がん薬副作用による心不全」および「致死性再発心筋梗塞」を予防する新規和漢薬処方の開発
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